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日・中・米・欧の市場調査 

株式会社 データ・サプライ 

－MFP､光プリンター､レーザー /LEDFAX､トナー､レジン､感光体､  
エンジン等を多角的に調査･分析するマーケティングレポート－  

中国・コニカミノルタ （A3+／モノクロ） AccurioPress 7136 

村田機械 （A3／モノクロ） MFX-8239 中国・PANTUM （Ａ3／カラー） CM420ADN 

米・シャープ （A3+／カラー） BP-1200C 

サマリー 
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１．感光体の世界市場  

１）日本／海外メーカー別の生産本数推移（ 2014 年～2027 年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：弊社［ 2024 年版感光体マーケット総覧］  

 

2023 年における全世界の感光体生産本数は対前年比 94.1％の 3 億 1,476 万本。

中国の景気後退や欧米の高インフレなどマクロ経済によるマイナス要因に加え、

オフィスのプリントボリューム（PV）減少というプリンティング業界の構造変化

が加速したことで、日本メーカー、海外メーカーともに 2 年連続の大幅減となっ

た。今後の将来見通しも厳しい。オフィスにおける PV の低迷や MFP 用感光体

での長寿命化などにより、感光体の交換需要の減少はメーカー各社の想定を上回

っており、全世界的にその減少スピードはさらに加速していく可能性が高い。 
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単位：千本 日本メーカー 海外合計 日本メーカー 米国メーカー 中国メーカー 韓国メーカー/他

生産本数のピーク3.8億本（2018年）

中国が日本超え（2018年）

生産本数3億本割れ（2025年予測）

日本のシェアが過半数割れ（2016年）
日本メーカーは年率マイナス4.6％で推移（2014～2023年）

単位：千本

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

日本ﾒｰｶｰ生産量 203,700 197,075 177,672 181,022 174,180 164,777 133,920

対前年比 － 96.7 90.2 101.9 96.2 94.6 81.3

海外ﾒｰｶｰ生産量 150,970 168,860 183,170 189,320 208,705 211,900 204,060

対前年比 － 111.9 108.5 103.4 110.2 101.5 96.3

合計 354,670 365,935 360,842 370,342 382,885 376,677 337,980

対前年比 － 103.2 98.6 102.6 103.4 98.4 89.7

2021年 2022年 2023年
2024年
(見込)

2025年
(予測)

2026年
(予測)

2027年
(予測)

日本ﾒｰｶｰ生産量 152,500 143,070 132,790 133,470 129,270 125,220 121,200

対前年比 113.9 93.8 92.8 100.5 96.9 96.9 96.8

海外ﾒｰｶｰ生産量 205,380 191,470 181,970 170,530 162,330 155,390 148,580

対前年比 100.6 93.2 95.0 93.7 95.2 95.7 95.6

合計 357,880 334,540 314,760 304,000 291,600 280,610 269,780

対前年比 105.9 93.5 94.1 96.6 95.9 96.2 96.1

 [特集１]「感光体市場」より抜粋 
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Ｐ－ローラー－アーケム－１ 

 

本年 4 月に刊行予定の「 2024 年版ローラー系部品マーケット総覧」よりアー

ケムのローラー事業について報告する。  

アーケムはブリヂストンの化成品ソリューション事業を引き継ぐ形で 2022 年

1 月に設立され、同年 8 月より営業活動を開始した。OA ローラーについては 2023

年 6 月をもって国内生産から撤退し、中国とフィリピンに生産を移管。海外への

生産移管が困難であった品目（帯電ローラーの大半、マグネットローラーなど）

は 2023 年をもって撤退した。  

2023 年の総出荷本数は対前年比 70.7％の 3,050 万本、総出荷金額は同 68.4％

の 48 億 8 千万円。事業再編に伴う生産の縮小に加え、事業を継続する品目でも

販売が停滞し、前年から大幅な減少となった。 2024 年までは大幅減が続くが、

2025 年以降は減少スピードが若干緩やかとなる予測である。  

なお、同社の株式は、投資ファンドのエンデバー・ユナイテッド（東京都千代

田区）が組成・管理・運営するエンデバー・ユナイテッド 2 号投資事業有限責任

組合が全量を保有。今後さらなる再編・合理化が実施される可能性が高い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※弊社「 2024 年版ローラー系部品マーケット総覧」（ 2024 年 4 月 25 日刊行予定）より

上記レポートでは国内外の主要ローラーメーカーの生産動向を詳細にまとめておりま

す。興味のある方はご一読いただければ幸いです。  
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帯電ﾛｰﾗｰ ﾏｸﾞﾈｯﾄﾛｰﾗｰ 非磁性現像ﾛｰﾗｰ ﾄﾅｰ供給ﾛｰﾗｰ

転写ﾛｰﾗｰ 中間転写ﾍﾞﾙﾄ 帯電ﾛｰﾗｰ ﾏｸﾞﾈｯﾄﾛｰﾗｰ

非磁性現像ﾛｰﾗｰ ﾄﾅｰ供給ﾛｰﾗｰ 転写ﾛｰﾗｰ 中間転写ﾍﾞﾙﾄ

棒グラフ：出荷本数(千本)

折れ線グラフ：出荷⾦額(百万円)

＜アーケムの OA ローラー出荷本数／出荷金額推移＞  

2021年 2022年 2023年
2024年
（見込）

2025年
（予測）

2026年
（予測）

2027年
（予測）

53,800 43,110 30,500 23,300 22,200 21,200 20,400

対前年比 80.1 70.7 76.4 95.3 95.5 96.2

8,026 7,130 4,880 4,520 4,330 4,180 4,070

対前年比 88.8 68.4 92.6 95.8 96.5 97.4

　　　　　　　　　　　年

出荷本数（千本）

出荷金額（百万円）

「 生 産 情 報 」 よ り 抜 粋  

 

 

■その他情報■ 

Ｏ－業界再編－富士フイルムビジネスイノベーション／コニカミノルタ－１ 

 

富士フイルムビジネスイノベーションとコニカミノルタは 4 月 15 日、複合機・

オフィス向けプリンタ・プロダクションプリンタ事業での業務提携に向けた協議

を開始すると発表した。原材料や部材の調達部門の統合と、トナーの開発や生産

に関わる業務提携などを視野に入れる。 

両社は 9 月までに新会社を設立し、各種原材料と部材の調達機能を統合させ

る。富士フイルムビジネスイノベーションが新会社の株式の過半を保有する。購

入規模を拡大することでコストを圧縮するほか、コロナ禍の数年間に業界を超え

た争奪戦となった半導体などの安定調達につなげていく狙いがあるとみられる。

人員削減を発表しているコニカミノルタの調達機能の不足を新会社が補うとい

う見方もできるだろう。  

また、トナーの開発や生産でも提携を目指す。両社はいずれも乳化重合凝集法

をベースとしたトナー技術を採用しており、技術的な親和性は高い。トナーの生

産規模は両社とも年 1 万トン前後で、両社を合計すると年 2 万トン規模となる。

これは、キヤノンの年 2.5 万トン前後に次ぐ生産量となり、リコーと東芝テック

が設立する ETRIA の年 1.5 万トンを大きく上回る。生産量増加によりコストダ

ウンを見込め、将来的には開発費用の分散化も図ることができる。さらに、両社

合わせて 3 か所の重合トナー拠点を持つことで有事の際の生産バリエーション

を増加させるという BCP 対策としての側面もあると想定される。この点では、

2021 年にトナー工場の爆発事故を起こしたコニカミノルタだけでなく、国内 1

拠点で重合トナーを集中生産している富士フイルムビジネスイノベーションに

とっても大きなメリットがある。  

上記以外の業務提携の詳細は発表されていないが、米ゼロックスと袂を分かっ

た富士フイルムビジネスイノベーションにとっては、欧米市場に強いコニカミノ

ルタの製品供給網を利用できることになれば、遅れ気味の海外戦略を加速させる

チャンスとなるだろう。また、調達機能を統合し、トナー開発の提携も進めると

なれば、その先には複合機本体の開発機能の統合も見据えていることは必然とみ

る向きもある。両社が複合機分野で共同開発を本格化させることになれば、対キ

ヤノン、対リコー（ETRIA）、対海外企業（米国、中国）などの競合戦略でも優

位に立てる可能性が拡がると考えられる。今後、両社がどのように提携を深化さ

せていくことができるかに注目したい。  

 

<両社の出荷台数・生産量比較 > ※ 2023 年時点  

 富士フイルム BI コニカミノルタ  

複合機の出荷台数  59.6 万台（業界 4 位）  65.9 万台（業界 3 位）  

PP の出荷台数  2.2 万台（業界 1 位）  1.3 万台（業界 3 位）  

トナー生産量  9,950 トン（日本 4 位）  10,500 トン（日本 3 位）

感光体生産量  670 万本（日本 4 位）  320 万本（日本 7 位）  

上記データは弊社レポートより引用

「 そ の 他 情 報 」 よ り 抜 粋  
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 [今月の新製品] 

１．カラーMFP（A3･･･●、A4･･･▲）  
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２．モノクロ MFP（A3･･･●、A4･･･▲）  
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３．カラープロダクションプリンタ（A3・A3+･･･●）  
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４．モノクロプロダクションプリンタ（A3・A3+･･･●）  
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３．その他メーカーの出展状況（テキスタイル・インク・ヘッド） ····  １９  
 

■実販情報■ 

Ｆ－モノクロＭＦＰ（Ａ３）－キヤノン－４  ·····································  ２３  

（ iR-ADV 4045F 他）  

Ｆ－モノクロＭＦＰ（Ａ３）－富士フイルムＢＩ－２  ··························  ２４  

（ApeosPort 4570 他）  

Ｆ－モノクロＭＦＰ（Ａ３）－コニカミノルタ－２  ····························  ２５  

（ bizhub 450i 他）  

Ｆ－モノクロＭＦＰ（Ａ３）－リコー－２  ·······································  ２６  

（ IM 5000 他）  
 

■新製品及び消耗品情報■ 

〔国内〕 

＜オフィス向け＞ 

Ｎ－モノクロＭＦＰ（Ａ３）－村田機械－１  ·····································  ２７  

（MFX-8239 標準モデル /Is モデル）  

 
〔北米〕 

＜プロ／業務向け＞ 

Ｎ－カラープロダクションプリンタ（Ａ３+）－米･シャープ－１  ············  ３４  

（BP-1200C/1200S）  

 
〔中国〕 

＜オフィス向け＞ 

Ｎ－カラーＭＦＰ（Ａ３）－中国･PANTUM－２  ···································  ３９  

（CM420ADN/330ADN/270ADN）  

Ｎ－モノクロＭＦＰ（Ａ３）－中国･PANTUM－３  ·································  ４６  

（BM420ADN/330ADN/270ADN）  

Ｎ－モノクロＭＦＰ（Ａ４）－中国･PANTUM－４  ·································  ４８  

（M1 lite）  

■特集■  
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＜プロ／業務向け＞ 

Ｎ－モノクロプロダクションプリンタ（Ａ３+）－中国･コニカミノルタ－２  ···  ５０  

（AccurioPress 7136/7120）  

 

■生産情報■ 

Ｐ－新会社設立－東芝テックー－１  ················································  ５２  

（トナー等を製造・販売する新会社「ETRIA PRODUCTS USA」を設立）  

Ｐ－感光体－リコー－１  ······························································  ５３  

（感光体の生産本数推移 /「 2024 年版感光体マーケット総覧」より）  

Ｐ－感光体－三菱ケミカル－１  ·····················································  ５４  

（感光体の生産本数推移 /「 2024 年版感光体マーケット総覧」より） 

Ｐ－ローラー－アーケム－１  ························································  ５５  

（OA ローラーの出荷本数/金額推移/「2024 年版ローラー系部品マーケット総覧」より） 

Ｐ－加圧ローラー－東邦ゴム－１ ···················································  ５６  

（加圧ローラーの出荷本数推移/「2024 年版ローラー系部品マーケット総覧」より） 

 

■流通情報■ 

Ｄ－欧州市場参入－富士フイルムヨーロッパ－１  ·······························  ５７  

（オフィス向け複合機の「Apeos シリーズ」を欧州市場で発売）  

Ｄ－新会社設立－京セラドキュメントソリューションズ／TA Triumph-Adler－１ ····· ５８ 

（欧州のロジスティクス業務を統合する新会社を設立）  

 

■その他情報■ 

Ｏ－業界再編－富士フイルムビジネスイノベーション／コニカミノルタ－１  ····· ５９  

（複合機・プリンタ事業での業務提携に向けた協議を開始） 

Ｏ－リストラ－コニカミノルタ－１  ················································  ６０  

（ 2025 年 3 月末までに国内外で 2,400 人を人員削減）  

Ｏ－ＭＦＰ－レックスマーク－１ ···················································  ６１  

（同社初の自社開発 A3 複合機 /プリンタ「新 Lexmark 9 シリーズ」を発表）  

Ｏ－事業譲渡－ゼロックス／PBS グループ－１  ···································  ６２  

（米ゼロックスがペルーとエクアドルにおける事業を PBS に移管）  

Ｏ－連結子会社化－富士フイルムビジネスイノベーション／RIPCORD－１  ··  ６３  

（富士フイルム BI が富士フイルム RIPCORD 合同会社を連結子会社化）  

Ｏ－ＭＦＰ－コニカミノルタ－１ ···················································  ６４  

（コニカミノルタヨーロッパが A3/A4MFP の全 21 機種を一斉リリース）  

Ｏ－プリンタ－長城－１  ······························································  ６５  

（自社開発の A4 モノクロプリンタ /MFP「 2400/2500 シリーズ」を発売開始）  

Ｏ－戦略的提携－iAicon／CET－１  ·················································  ６６  

（ iAicon と CET が戦略的パートナーシップを締結）  
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Ｏ－産業用インクジェットプリンタ－リコー／Flora－１  ······················  ６７  

（リコーヨーロッパが Flora と共同開発した「Flora X20」を欧州で発売）  

Ｏ－中国企業インタビュー－XULI－１  ·············································  ６８  

（中国広州市のサインプリンタメーカーにインタビュー）  

Ｏ－業界関連情報－各社－４  ························································  ７０  

ブラザー工業がラテックスワイドフォーマットプリンタ「WF1-L640」を発売／

富士フイルムホールディングスが本社・主要研究開発拠点の全使用電力を実質再

生可能エネルギー化／ゼロックスがチャネルパートナー向けにポートフォリオの

アクセス拡大／リコーが北米で展開する Ricoh eDiscovery（電子証拠開示）事業

を Array に譲渡／リコーが脱炭素目標を大幅に見直し／リコーがウェアプリント

市場向けに DTF プリンタを発表／キヤノンのプリンティング製品 11 機種が

「EPEAT Climate+ designation」を取得／キヤノンがオレンジとグレーインク

を搭載した大判プリンタ 3 機種（ 7 色機）を発売／キヤノンがグラフィックアー

ト向け大判プリンタ 3 機種（ 12 色機）を発売／京セラドキュメントソリューショ

ンズがベトナム工場で太陽光発電システムを本格稼働／エプソン販売が乾式オフ

ィス製紙機 PaperLab『A-8100』を発売／エプソン販売が A4 カラーラインイン

クジェット複合機『LM-C400』を発売  

 

 

統計速報  

統計全体のあらまし  ···································································  ８３  

複写機統計（生産／受入の内訳／販売／月末在庫）  ····························  ８４  

プリンタ統計（生産）  ································································  ８８  

事務用機器輸出統計  ···································································  ８９  

（ネットワーク対応 MFP／単機能機）  

事務用機器輸入統計  ···································································  ９２  

（ネットワーク対応 MFP／単機能機）  



月刊 『電子写真総合情報』 

「月刊電子写真総合情報」は、株式会社データ･サプライが 1986 年 9 月から刊行。電子写真製品に関する総合的な
レポートです。複写機（MFP）、光プリンタ、プロダクションプリンタ等に関する機種別の実販情報、新製品情報（写
真掲載）、トナー、レジン、感光体、エンジン部品等の消耗品情報、生産情報、流通情報、ビジネスショー情報、複
写機、プリンタ、ファクシミリ、部品の輸出統計速報（財務省）、及び生産統計速報（経済産業省）等を毎月１回レ
ポート。その他、特集記事として、ハードウエア及び消耗品、部品の国内外市場動向､海外への進出情報､国内外展示
会情報、OEM 情報等のテーマをその都度取り上げ､レポート。 

 ※年会員様は調査テーマを希望できます。（但し、事前相談が必要） 
  ◇毎月２０日刊行 年間 1,200～1,300 頁 
  ◇年会費 ￥700,000（消費税別）  月会費 ￥60,000（消費税別）  

 特集一覧（毎月のホットな話題を 10～15 ページ程度にまとめてお届けします） 

2024.3 
・レーザー／ＬＥＤプリンタの国内出荷動向と売れ筋機種ランキング：レーザー／LED プリンタの国内市場の概要と、売れ筋機種の販売台数（2023
年実績）を報告。 

2024.2 

・全世界のＭＦＰ（複写機・複合機）出荷動向：複写機・複合機（MFP）の最新出荷動向を取り上げた。全世界及び地域別の出荷動向、カラー化
の進展状況、サイズ別の出荷状況、主要メーカーの最新動向などを概説。 
・全世界のホーム＆オフィス向けインクジェットプリンタ出荷動向：ホーム＆オフィス向けインクジェットプリンタの最新出荷動向を取り上げた。今
後 IJP 市場は再び減少速度が加速する可能性もある為、各社が期待を寄せるオフィス市場向けのビジネスインクジェットの成長が不可欠となる。

2024.1 
・レーザー／ＬＥＤプリンタの全世界出荷動向：レーザー／LED プリンタの全世界出荷動向を概説。 
・インクジェットヘッドの外販市場：インクジェット技術の最重要パーツであるインクジェットプリントヘッドの外販市場の最新動向を取り上げた。 

2023.12 

・Formnext 2023：ドイツのフランクフルトで開催された展示会について、特にバインダージェッティングなどのインクジェット技術に注目し、同技術を
採用する主要 3D プリンタメーカーを中心に取材を実施。 
・複合機・プリンタ業界における 2023 年の振り返りと 2024 年の展望：本誌で取り上げた 2023 年の重要ニュースについて、最新情報を追記してい
く形で振り返りつつ、2024 年の業界を展望。 

2023.11 

・RemaxWorld Expo 2023：同展示会に出展したアフターメーカーを直接取材し、主要消耗品メーカーなどの最新情報をレポート。 
・Formnext 2023（写真速報）：中ドイツのフランクフルトで開催された同展示会の様子を写真速報版として掲載。 
・決算：複合機・プリンタメーカー各社が発表した 2023 年 4～9 月期（中間期）の決算（キヤノンのみ 1～9 月期）を概観。 

2023.10 

・トナー市場：複写機・レーザープリンタのトナーの最新市場動向を取り上げた。 
・中国 3D プリンタ市場：中国における 3D プリンティング技術発展の歴史を概観し、同市場を牽引する主力メーカーの動向及び中国 3D プリンタ市
場全体を考察。 

2023.9 
・プロダクションプリント（PP 本体・PP 向けトナー）の最新市場動向：主要メーカーの 2022 年最新出荷台数実績や製品レンジ別の市場動向、PP
向けトナーの生産量動向を概説。 

2023.8 
・トナー用レジンの最新市場動向：トナー用レジンの世界市場と日本メーカーの最新動向を概観。 
・決算：複写機・プリンタメーカー各社が発表した 2023 年 4 月～6 月期（第 1 四半期※キヤノンは第 2 四半期）の決算を概括。 

2023.7 
・ITMA 2023：同展示会に出展した主要メーカーの展示動向などをレポート。 
・複写機／プリンタ用部品（ローラー／ベルト／ブレード）の最新市場動向：ローラー/ベルト/ブレード系の機能部品市場を概観。 

2023.6 

・中国 Ninestar の企業分析：Ninestar の徹底分析を実施。レーザープリンタや互換消耗品の売上高や出荷数量推移をまとめたほか、部材の主要
調達関係も整理している。 
・ITMA 2023（速報版）：展示会の主要 6 社の出展状況を写真速報版で掲載。 

2023.5 

・Interpack 2023：ドイツでの同展示会に出展した主要メーカーの展示動向などをレポートする。現地取材は、弊社と提携関係にある i4 inkjet Ltd 社
（本社：アイルランド）が実施。 
・決算：複写機・プリンタメーカー各社が発表した 2022 年度（キヤノンは 2022 年 12 月期）の決算と 2023 年度見通しを概括。 

2023.4 
・感光体市場：全世界の感光体市場を概観。感光体需要の頭打ちに加え、原材料価格やエネルギーコストも高止まりしており、今後は技術力だけ
ではなくコスト力も含めた感光体メーカーとしての総合力がより重要となってくると考察。 

2023.3 
・レーザー／ＬＥＤプリンタの国内出荷動向と売れ筋機種ランキング：レーザー／LED プリンタの国内市場の概要と、売れ筋機種の販売台数（2022
年実績）を報告。 

2023.2 

・全世界の複写機・複合機（ＭＦＰ）出荷動向：全世界及び地域別の出荷動向、カラー化の進展状況、サイズ別の出荷状況、主要メーカーの最新動
向などを概説。 
・インクジェットヘッドの外販市場：インクジェットプリントヘッドの外販市場の最新動向を取り上げた。 

2023.1 

・レーザー／ＬＥＤプリンタの全世界出荷動向：同業界の状況をレポート。 
・プリンテッドエレクトロニクス・コンファレンス：プリンテッドエレクトロニクス市場の印刷方式を概観しながら、韓国、オランダ、フィンランドで開催され
た展示会を写真速報で紹介。 

2022.12 

・ＩＧＡＳ ２０２２：主要出展企業と出展状況等をレポート。 
・複合機・プリンタ業界における 2022 年の振り返りと 2023 年の展望：本誌で取り上げた 2022 年の重要ニュースについて、最新情報を追記してい
く形で振り返りつつ、2023 年の業界を展望する。 

2022.11 
・決算：複写機・プリンタメーカー各社が発表した 2022 年 4 月～9 月期（中間期※キヤノンは 1～9 月期）の決算を概括。 
・JIMTOF 2022：AM（Additive Manufacturing）エリアに出展した 3D プリンタ関連メーカーを中心にレポート。 

2022.10 
・Labelexpo Americas 2022：展示会に出展した主要メーカーの展示動向などをレポート。（現地取材は、弊社と提携関係にある i4 inkjet Ltd 社（本
社：アイルランド）が実施） 

2022.9 

・トナー市場：複写機・レーザープリンタのトナーの最新市場動向を取り上げた。近年、市場全体が縮小に向かう中、事業売却・アウトソーシング等
様々なトナーの今後の可能性をレポート。 
・サイン＆ディスプレイショウ 2022：9 月 1～3 日に東京ビッグサイトで開催された展示会の出展状況をレポート。 

2022.8 
・産業用・商業用インクジェット市場：事務機メーカーのインクジェット技術による市場開拓の状況を取り上げた。 
・決算：複写機・プリンタメーカー各社が発表した 2022 年 4 月～6 月期（第 1 四半期※キヤノンは第 2 四半期）の決算を概括。 

2022.7 

・中間転写ベルトの最新市場動向：複写機・レーザープリンタの基幹部品である中間転写ベルトの市場動向を取り上げた。 
・FESPA Global Print Expo 2022：インクジェット技術に焦点を当てた同展示会（ドイツ：ベルリンで開催）に出展した主要メーカーの展示動向などを
レポート。 

2022.6 ・複写機／プリンタ用部品（ローラー／ベルト／ブレード）の最新市場動向：ローラー/ベルト/ブレード系の機能部品市場を概観。 

2022.5 ・感光体市場：全世界の感光体市場を概観。 

2022.4 

・レーザー／ＬＥＤプリンタの国内出荷動向と売れ筋機種ランキング：レーザー／LED プリンタの国内市場の概要と、売れ筋機種の販売台数
（2021 年実績）を報告。 
・InPrint Munich 2022：3 月 15～17 日にドイツのミュンヘンで開催された、主にインクジェット技術に焦点を当てた展示会 InPrint Munich 2022 の
主要メーカーの出展状況を報告。  

 

英文版  $7,000（消費税別） 
2014 年 11 月号からスタート



株式会社データ･サプライ刊行物案内／申込書 

住所：〒１１０－０００５ 東京都台東区上野６－６－１ 舶来堂ビル５Ｆ 
ＴＥＬ：０３（３８３１）９２０１、ＦＡＸ：０３（３８３１）９２０４ 

E-mail：yamamoto@datasupply.jp、yoshida@datasupply.jp、hariu@datasupply.jp 
ホームページ：http//:www.datasupply.jp/  

● 以下の枠内にご記入いただき、下表のご希望の調査資料に希望部数、金額をご記入ください。最短で翌日（部数、地域によ

る）に到着するように発送いたします。 

● 申込はメール、ＦＡＸ、郵送のいずれでも可能です。申込と同時に現物と請求書を発送させていただきます。尚、発刊日前

の申込につきましては、申込時に半金の請求をし、発刊日に残金（現物とも）の請求をさせていただきます。 
 
        申し込み日   2024 年   月   日 

御社名 

御住所 〒 

御電話番号 

御担当部署 御担当者 

 ※セット価格は日本語版+英語版 

 
①日本語版 ②英語版 

セット 

①+② 
部数 金額 

価格 

（税別） 
刊行日 

価格 

（税別） 
刊行日 

価格 

(税別) 

《定期刊行物》 

＊「月刊電子写真総合情報」 

－電子写真に関する総合的なレポート－ 

（1986 年～） 

 年間 1,200～1,300 頁 

年会費:￥700,000 

（PDF 版） 毎月 

20 日 

$7,000 
（PDF 版）

毎月末 \800,000

  

月会費:￥60,000 

（PDF 版） 

$600 
（PDF 版）

  

i4inkjet ［Directions］（年6回発行、年300頁～） 

 ※インクジェット関連の特許技術レポート 
－ － 

￥550,000

～ 
（PDF 版）

2021 年

7/27～

 

  

《２０２４年刊行予定物 》 

＊2024 年版[感光体マーケット総覧] (263 頁) 

『業界変革・再編時代における感光体市場の総合分析』 

\500,000 
（PDF 版） 

2/26 
$5,200 

（PDF 版）
4/15 \700,000

日  

英  

＊2024 年版[ローラー系部品マーケット総覧]  

『市場成熟に向き合う部品業界の最新動向』 

\400,000 
（PDF 版） 

4/25 
予定 

$5,000 
（PDF 版）

6/7 
予定 

\700,000
日  

英  

《２０２３年刊行物 》 

＊2023 年版[感光体マーケット総覧] (272 頁) 

『変化の時代に真価が問われる感光体市場の総合分析』 

\500,000 
（PDF 版） 

2/22 
$5,200 

（PDF 版）
4/21 \700,000

日  

英  

＊2023 年版[ローラー系部品マーケット総覧] (385 頁) 

『価格上昇時代に突入した部品業界の総合分析』 

\400,000 

（PDF 版） 
4/25 

$5,000 

（PDF 版）

注文 

対応 
 

日  

英  

＊2023 年版[トナーマーケット総覧] (587 頁) 

『環境配慮技術で生き残るトナー業界の将来性分析』 

\600,000 
（PDF 版） 

6/27 
$6,000 

（PDF 版）
7/28 \700,000

日  

英  

＊2023 年版[中国市場（ハードウェア・消耗品）] (222 頁) 

『中国企業の台頭により競争が激化する中国市場の徹底分析』  

\300,000 
（PDF 版） 

8/29 － －   
 

＊2023年版[インクジェット印刷マーケット総覧]  
『ものづくりのスマート化を切り拓く 

インクジェット業界の最新市場動向』(389 頁) 

\500,000 
（PDF 版） 

10/27 
$5,000 

（PDF 版）
12/8 \700,000

日  

英  

＊2023 年版[MFP マーケット総覧]  
『変革期を迎えたプリンティング業界の将来性分析』 

＜標準版（メーカー別総合分析版）＞ (674 頁) 
＜標準版＞+＜長期予測特別版＞ (753 頁) 

\600,000/ 
\700,000 
（PDF 版） 

標準版：

12/22 

長期予測

特別版：

12/26 

－ － 

 

  

《その他の刊行物 》 

＊2020 年版[MIF マーケット総覧] (501 頁) 
『オフィス向け電子写真製品の設置台数とトナー量に関する長期予測』 

\400,000 
2020 年

9/28 

$4,000 

（PDF 版）

2020 年

12/23 

 日  

英  

＊2020 年版[緊急レポート 
（コロナショックと業界大規模再編）] (240 頁) 
『業界再編とコロナショックに揺れる 

事務機業界の地域別メーカー別分析』 

\300,000 
2020 年

4/24 

$3,000 

（PDF 版）

2020 年

6/19 

 
日  

英  

＊2014 年版[企業便覧シリーズ] (128 頁) 
『中国の機能性部品ローカル企業100 社便覧』 

\150,000 
2014 年

9/29 

$1,500 

（PDF 版）

2014 年

10/31 

 日  

英   




